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	第３回　伊東市津波対策赤沢地区協議会議事録
	出席者：地元役員･関係団体 14名、県関係者 11名、市関係者 4名
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	・配付資料についての説明
	３．伊東市から説明
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	・避難計画の策定についての説明
	４．話し合い（ワークショップ）
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	国道をくぐるガードの耐震性が心配である。
	国道までの坂道が車いすでもきつい傾斜。
	ブロック塀や、家屋の倒壊が心配。
	川からの遡上による氾濫が危険。
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	堤防はあればなお良いが、堤防よりも迅速なソフト対策が重要
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